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実社会の問題解決を体験する
産学官連携型人材育成『北大モデル』

北海道大学では、企業や自治体等と連携し、社会の問題解決に直接に触れ、他の専門家と協働した解決方法
のスキルを獲得し、データを中心に考えることで、専門の違いによる連携の障壁を低減する実際の問題解決
を体験する人材育成プログラムを提供している。問題の所在の明確化から解決方策のデザインまでを可能と
するデザイン力を有する高度データ関連人材の育成を実現している。

【共同研究型データ関連PBLプログラム】

 数理・データサイエンス技術の応用により、企業・地方公共団体
等の課題解決をテーマとして、学生が自ら企画を提案・実施。

 個別のコンソーシアムで提供するPBLとは別にPBLを実施。

【実践的デザイン力養成プログラム】

 PBLで産み出された成果の評価に基づき、さらなる審査によ
り選抜された特に優秀な者を対象に実施。

 企業等との連携により生み出した研究成果に基づき実際の課
題に取り組み、問題の所在の明確化から解決方策のデザイン
までを主導的に実施。

次世代工学リーダー人材育成コンソーシアム
(宇宙・航空・船舶等の総合工学分野）

北海道大学理学系大学院データサイエンス人材育成コンソーシアム
(理学・先端生命科学・総合化学）

次世代スマートインフラ管理人材育成コンソーシアム
(工学・情報科学・公共政策）

■ コンソーシアム形成による人材育成基盤構築
共同研究を推進していたチームによりコンソーシアムを立ち上げ、
産学連携により研究と人材育成を両輪で推進している。

■ 地域経済団体・教育機関と連携したPBL実施体制構築
「北海道デジタル人材育成推進協議会」を中心とした地域経済団体・教育機関との強力な連携体制を整備し、企業・地方
公共団体との共同研究型PBLを実施することで研究・教育の推進と人材輩出機会の創出を実現している。

教育機関と企業・地方公共団体等との円滑・迅速な連携のた
めにオンラインPBLマッチングシステムを構築中である。

参加企業コメント 「企業が実際に事業として行ったいる内容を生々しい形で学生に伝えれば、学生が今後就職を考える際に
イメージがわく」「学生へのブランドイメージの向上と優秀な学生の確保につながり、Win-Winの関係になれる」

データ駆動型融合研究創発拠点発展
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北海道ブロックの特徴的な取り組み
プロジェクト ベースド ラーニング（PBL）と産学官地域連携

出典：北海道デジタル人材育成推進協議会 2025年度本会議資料
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PBL・実務家教員派遣オンラインマッチングシステム

2026年度稼働に向けて準備中
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北海道大学MDS教育の特徴的な取り組み③
プロジェクト ベースド ラーニング（PBL）と産学官地域連携

 北海道大学×高専アイデアソン
道内企業が有する課題とデータに対して、北大生がメンターとなって道内高専生を指導し
課題解決に取り組むことで実践的な数理・データサイエンス・AIスキルを育成する。
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